
四
方
の
御
堂
で
す
。

昭
和
45
年
に
解
体
修

理
が
行
わ
れ
、
昭
和

63
年
に
屋
根
の
葺
き

替
え
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
修
理
後

26
年
が
経
過
し
、
屋

根
全
体
に
苔
が
繁
茂

（
は
ん
も
）
し
、
押

さ
え
竹
が
露
出
す
る

な
ど
劣
化
が
進
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
昨
年
12
月
よ
り
本
格
的
な
屋
根
の
修
理
を
開
始
し
、
古
い

茅
の
解
体
と
葺
き
替
え
を
順
次
行
い
、
地
元
で
用
意
い
た
だ
い

た
生
石
高
原
の
茅
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
修
理
の
た

め
、
素
屋
根
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
に
は
完
成
し
た
姿

を
皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。

●
歴
史
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

法
音
寺
本
堂
の
修
理
現
場
の
公
開
と
法
音
寺
に
伝
わ
る
仏
像

や
建
物
の
歴
史
を
ご
紹
介
す
る
歴
史
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

わ
が
町
の
歴
史
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時
／
2
月
28
日（
土
）
13
時
30
分
～

会
　
　
場
／
岩
倉
公
民
館

　
　
　
　
　（
有
田
川
町
大
字
川
口
1
0
0
1
番
地
1
）

岩
野
河
区
に
あ
る
法
音
寺
は
、
お
寺
の
縁
起
に
よ
る
と
奈
良

時
代
の
天
平
4
年
（
7
3
2
）、
行
基
（
ぎ
ょ
う
き
／
ぎ
ょ
う

ぎ
）
が
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
古
刹
（
こ
さ
つ
）
で

す
。
当
初
は
現
在
地
よ
り
も
北
側
の
古
御
堂
（
こ
み
ど
う
）
と
呼

ば
れ
る
場
所
に
あ
り
ま
し
た
が
、
康
正
（
こ
う
し
ょ
う
）
3
年

（
1
4
5
7
）
に
現
在
地
に
再
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
法

音
寺
に
は
、
重
要
文
化

財
の
本
堂
や
阿
弥
陀
如

来
坐
像
、
十
一
面
観
音

立
像
を
は
じ
め
、
県
指

定
文
化
財
の
阿
弥
陀
如

来
坐
像
な
ど
数
多
く
の

貴
重
な
文
化
遺
産
が
現

在
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

今
回
修
理
を
行
っ
て

い
る
本
堂
は
、茅
葺
き
、

三
間
（
8.5
メ
ー
ト
ル
）

重
要
文
化
財「
法
音
寺
本
堂
」の

修
理
を
行
っ
て
い
ま
す

番
外
編
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